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の
青
年
層
を
対
象
に
、そ
れ
ぞ
れ

の
国
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
分
野

に
お
け
る
日
本
の
経
験
、技
術
を

理
解
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
研
修

を
行
い
、将
来
の
国
づ
く
り
を
担

う
人
材
の
育
成
に
協
力
す
る
事
業

で
あ
る
。

　
今
回
、マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
消

費
者
行
政
及
び
消
費
者
教
育
分
野

に
お
け
る
将
来
の
国
づ
く
り
を
担

う
若
手
人
材
の
育
成
に
関
し
、先

方
政
府
か
ら
の
要
請
等
も
踏
ま
え
、

未
来
本
部
で
は
、J
I
C
A
四
国
、

四
国
大
学
及
び
徳
島
県
と
連
携
し

て
青
年
研
修
事
業
の
検
討
・
実
施

に
協
力
し
て
お
り
、各
機
関
の
連
携

に
よ
っ
て
本
研
修
事
業
が
実
現
さ

れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
研
修
は
、マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い

て
地
方
創
生
分
野
に
携
わ
る
自
治

体
職
員
や
中
央
省
庁
の
職
員
を
対

象
に
、D
X
･
G
X
時
代
に
対
応

し
た
、日
本
に
お
け
る
国
・
地
方
自

治
体
の
消
費
者
行
政（
消
費
者
被

害
の
防
止
に
向
け
た
体
制
整
備
、消

費
者
安
全
の
確
保
、消
費
者
教
育
・

エ
シ
カ
ル
消
費
の
推
進
等
）及
び
消

費
者
行
政
を
通
じ
た
地
方
創
生
手

法
・
産
学
官
連
携
手
法
等
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

研
修
生
達
が
、将
来
、自
国
の
消
費

者
行
政
の
推
進
や
地
方
創
生
を
よ

り
効
果
的
に
担
う
こ
と
に
資
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。ま
た
、消

費
者
行
政
推
進
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
、地
方
創
生
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

等
に
貢
献
す
る
こ
と
も
目
指
し
て

い
る
。

　

近
年
、A
S
E
A
N
諸
国
は
、

高
い
経
済
成
長
を
背
景
に
生
活
水

準
が
大
き
く
向
上
し
て
お
り
、各
国

に
お
い
て
消
費
者
政
策
の
重
要
性

は
今
後
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。ま
た
、国
境
を
越
え
た
取
引
が

増
加
し
、消
費
者
問
題
の
国
際
化

が
進
展
す
る
な
か
、2
0
1
9
年

に
は
G
2
0
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
の
一

環
と
し
て「
G
2
0
消
費
者
政
策

国
際
会
合
」が
徳
島
県
で
開
催
さ

れ
る
等
、消
費
者
行
政
の
重
要
性

は
国
際
的
に
も
高
ま
っ
て
お
り
、本

研
修
は
国
際
連
携
の
観
点
か
ら
も

意
義
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
消
費
者
問
題
は
国
内
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、デ
ジ
タ
ル
化・グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
社
会
に
お
い
て
、世

界
共
通
の
課
題
で
あ
る
。
新
し
い

消
費
者
問
題
を
迅
速
に
把
握
し
て

的
確
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、国
境

を
越
え
る
消
費
者
問
題
を
防
止
・

解
決
す
る
に
は
、外
国
当
局
と
の

協
力
や
国
際
連
携
の
推
進
が
不
可

欠
で
あ
る
。ま
た
、消
費
者
保
護
に

関
心
を
持
つ
国
が
増
え
、そ
の
国
々

と
連
携
体
制
を
構
築
し
て
ハ
ー
モ

ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
こ
と
が
、

わ
が
国
に
と
っ
て
も
各
国
に
と
っ
て

も
重
要
で
あ
る
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
の
将
来
を
担
う
研

修
生
の
皆
様
に
は
、本
研
修
で
身
に

着
け
た
知
識
・
経
験
を
、自
国
の
消

費
者
行
政
推
進
に
向
け
た
取
組
や

課
題
解
決
の
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
、消
費
者
行
政
の
発
展
に
貢
献

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
消
費
者
庁
新
未
来
創
造
戦
略
本

部（
以
下「
未
来
本
部
」と
い
う
。）

で
は
、徳
島
県
を
実
証
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
た
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
す
る
こ
と
に
加
え
、新
た
な
国

際
業
務
の
拠
点
と
し
て
国
際
消
費

者
政
策
研
究
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

近
年
、デ
ジ
タ
ル
化
、グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
展
す
る
中
、諸
外
国
と
の

連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
、我
が

国
の
消
費
者
政
策
を
推
進
・
強
化

す
る
上
で
大
変
重
要
で
あ
る
。
今

年
度
は
、徳
島
県
に
お
い
て
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
J
I
C
A
青

年
研
修
事
業
に
未
来
本
部
も
協
力

す
る
形
で
、マ
レ
ー
シ
ア
の
若
手
行

政
職
員
を
対
象
に
消
費
者
行
政
・

地
方
創
生
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
行

う
国
際
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
稿
で
は
、そ
の
J
I
C
A
青
年

研
修
事
業
に
関
す
る
取
組
の
概
要

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
J
I
C
A
青
年
研
修
事
業
は
、

ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
、中
南
米
、大

洋
州
、中
東
な
ど
の
開
発
途
上
国

消
費
者
庁
新
未
来
創
造
戦
略
本
部
が
行
う

国
際
貢
献（
途
上
国
支
援
）に
つ
い
て

消
費
者
庁
新
未
来
創
造
戦
略
本
部　

久
米 

稔
彦 

（
く
め
・
と
し
ひ
こ
）
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